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第11回おうみ犯罪被害者支援フォーラム

日時●10月31日（土）～ 11月29日（日）
場所●彦根市内および周辺地域　
参加費●無料（一部有料イベントもあり）
連絡先●ひこね市民活動センター　
TEL・FAX：0749-24-4461

　市民活動を広く多くの方
に紹介・発表し、様々な人々
の交流の場となることを目的に開催。約1か月間さまざまな
活動を体験・見学し、シールラリーで回っていただきます。
この機会に気になる団体をのぞいてみては？
ひこねば2009のパンフレットをひこね市民活動センターな
どで配布します。	

日時●11月17日（火）13:30 〜 16：30
場所●大津市におの浜　ピアザ淡海　ピアザホール
参加費●無料（事前申し込み必要。下記の連絡先にお申し込み下さい）
連絡先●特定非営利活動法人おうみ犯罪被害者支援センター事務局
TEL・FAX：077-527-5310

　もし、あなたや家族が犯罪の被
害に遭ったら…。第1部は、被害
を受けた人らで作る人形劇団が
実体験を基にした糸あやつり人形
劇を上演。第2部はパネルディス
カッションで被害者の現状や支援
のあり方を考えます。
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「出会いはた
・ ・ ・

から」 「OH!魅力（淡海力）的な人のつながり」

　2001年、湖国21世紀記念事業の一環として旧
水口町で町民と行政が一緒になって創り上げた

「みなくち21世紀記念事業」が私にとって「市民活
動との出会い」でした。
　町内各種団体より委員が選出され、私は国際交流協会より委員会
に出ることになり、それぞれ違う分野で活動をしている者が夜遅く
まで熱く議論し、「自分たちのまちは自分たちでつくる」「夢をかたち
に！」をテーマに、新世紀へのカウントダウン、イルミネーション、
みなくち子ども宣言の策定、子どもサミット、2001人の人文字、ス
テージイベントなどを実施しました。そして、事業が終わってから
も「夢作戦みなくち21」と名称を変更し、今も当時のメンバーと活動
を続けています。
　国際交流やまちづくり活動を通じで出会った人たちは、私にとっ
てかけがえのない「た

・ ・ ・

から」であり、元気の源となっています。

　私たちのグループは年齢差なんと30歳。滋賀だ
けでなく奈良からも個性的な面々が集まり、環境
をキーワードに省エネルギーから創エネルギー・
環境教育まで取り組み、おうみ市民活動屋台村で
はワークショップも開いたりしました。未来塾は同期生だけでな
く個性的でエネルギーあふれる先輩・後輩たちがいっぱい。ぼん
やりしているとなかなか出会えない人たちとの出会いこそ「OH!魅
力（淡海力）」です。何かしよう、人生をおもしろく過ごそうとして
いる人たちと熱く語りあえたとても貴重な2年間です。
　私は「心象絵図」という地域の昔の暮らしを聞き取り絵にする事
業で、世代のちがう人たちをつなぐ仕事をしています。生まれた地
域を愛し、誇りに思うことはまちづくりの原点。この絵図を介して、
より多くの人たちにも感じてほしいと願ってガンバっています。

大河原佳子
（甲賀市国際交流協会　事務局長）

５期生　荒川　茂美（あらかわしげみ）
グループ：シンク『環境』コミュニティＧ 

※運営委員は、市民の意見を当財団の運営に反映するため、公募も取り入れた委員を設置して
います。

※おうみ未来塾は、地域の課題解決を実践する「地域プロデューサー」が育つ塾です。

あなたのＮＰＯ活動をサポートする情報をお届けします。

●NPOさぽーとぽけっと●

市民活動のプレスリリース　～その③～取材を受けたら 
　さて、プレスリリースについての連載も最終回。プレスリリー
スをして新聞社などから取材について連絡が入った場合、また
記事掲載がされた場合、その後の対応などをご紹介します。

■事前の告知について連絡が入ったら
　プレスリリース後、新聞社などからイベントの事前告知に
ついて連絡があるかもしれません。日時や会場、イベントの
内容について確認されます。その際には、担当記者の名前や
連絡先を聞くこと、掲載される月日を確認することを忘れず
に。掲載されたら保管して活動の記録にしていくことができ
ます。もしイベントの内容などに変更があった場合は、すぐ
に連絡をしましょう。また、当日の取材についてもお願いし
たいですね。

■当日の取材対応について
　イベント当日は、必ず記者対応の担当者を決めておきます。
取材される場合は、受付で名刺を出して取材の旨を告げられ
るので、担当者が対応します。担当者も名刺を用意しておき
ます。取材後、当日の参加者人数やイベント内容や主催団体
の活動全般について事後確認が入る可能性があります。取材
の際には、掲載予定の月日も確認しておきましょう。
　イベント当日は、限られたスタッフで運営することが多い
と思いますが、担当者を決めておき、担当者が取材への応答

を準備して対応することで、アピールした
いことをしっかり伝えることができます。

■プレスリリースも人のつながり
　事前告知の掲載があった場合もイベント当日に取材があっ
た場合も、担当の記者へお礼のメールや連絡を入れます。イ
ベント終了後すぐに連絡を入れましょう。記事が掲載された
後にも必ず連絡を入れます。お礼を伝えるのと、今後も団体
の活動を応援していただきたいとお願いしましょう。
　記者の方とも人のつながりです。イベントや講演会などで
は、参加者をどう次の活動へつなげるかと工夫されると思い
ますが、取材などをきっかけに出会えた記者の方とのつなが
りも大切にしていきたいですね。日頃から小さな活動でもお
知らせすることで、日常的に応援していただけるおつきあい
になれるといいですね。

　プレスリリースは、広く多くの人へ活動を知らせたい。新
聞などマスメディアに取り上げてもらいたい。という目的が
あるのですが、提供資料を作ることで、イベントや事業の目
的を整理すること、団体の目的や概要を簡潔に表現すること
ができます。
　ぜひ、広報の方法としてプレスリリースに取り組んでくだ
さいね。

淡海ネットワークセンター（（財）淡海文化振興財団）の運営委員と
「地域プロデューサー」を目指す「おうみ未来塾」の卒塾生からの声をお届けするコーナーです。

運営委員
VOICE
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特集●淡海とぴっくす

　市民活動、ＮＰＯの活動を継続していくためには、お金について考えないわけ
にはいきません。ＮＰＯには5つの資金源、「会費」、「寄付金」、「助成金や補助金」、
「委託金」、「事業収入」があります。これらのお金を集めるためには、どんな視点が
必要なのでしょうか。また、市民の意思あるお金を市民活動につなげる仕組みと
して、ＮＰＯバンクやコミュニティファンドが作られてきています。
今回は、経営コンサルタントで、「ＮＰＯの経営」など市民活動とお金に詳しい坂本
文武さんに教えていただきました。

使
途
は
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
件

費
込
み
で
委
託
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

単
独
で
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
「
事
業
収
入
」は
、
何
ら
か
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
売

上
で
あ
り
、
売
上
か
ら
支
出
を
除
い
た

収
益
を
い
か
に
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
か
、
が
勝
負
ど
こ
ろ
で
す
。
図
で
は

点
線
に
し
て
い
る
の
は
、
収
益
の
大
き

さ
に
よ
っ
て
左
右
・
上
下
に
移
動
す
る

た
め
で
す
。

お
金
の
使
い
道
は
経
営
者
が
決
め
て
よ

い
、
と
の
前
提
で
拠
出
さ
れ
ま
す
が
、

た
と
え
ば
千
円
の
寄
付
や
会
費
を
も
ら

う
た
め
に
費
や
す
時
間
や
労
力
は
そ
れ

な
り
に
か
か
り
ま
す
。「
会
費
」は
一
定

レ
ベ
ル
で
翌
年
度
も
受
領
で
き
る
こ
と

が
見
通
せ
る
資
金
で
す
が
、
会
報
な
ど

を
作
成
し
て
配
布
す
る
よ
う
な
会
員

サ
ー
ビ
ス
を
伴
う
た
め
、
手
元
に
残
る

資
金
を
計
算
し
な
が
ら
上
手
に
管
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
助
成
金
・
補
助
金
」は
、
特
定
の
事

業
に
提
供
さ
れ
る「
補
助
」

的
要
素
が
強
い
資
金
で

す
。
一
般
的
に
人
件
費
に

当
て
る
こ
と
は
で
き
ず
、

単
年
度
で
拠
出
さ
れ
ま
す

が
、
事
業
経
費
を
負
担
し

て
く
れ
ま
す
。
使
途
は
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
申

請
書
を
提
出
す
る
こ
と
で

比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
金

を
手
に
入
れ
る
こ
と
を
期

待
で
き
ま
す
。

　
「
委
託
金
」も
特
定
事
業

を
請
け
負
う
こ
と
か
ら
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
五
つ
の
資
金
源
に

つ
い
て
、
そ
の
特
性
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

大
き
く
分
け
る
と「
組
織

へ
の
信
託
金
」と
し
て
の「
会

費
」、「
寄
付
金
」、「
事
業
へ
の
補
助
金
」

と
し
て
の「
助
成
金
・
補
助
金
」、「
委

託
金
」、
そ
し
て「
事
業
収
入
」が
あ
り

ま
す
。
左
下
の
図
は
、
各
資
金
源
を
経

営
者
の
視
点
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

「
使
途
自
由
度
」は
、
お
金
の
使
い
道
が

決
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、「
調
達

効
率
」は
、一
円
を
獲
得
す
る
に
あ
た
っ

て
経
費
や
時
間
を
ど
の
程
度
つ
ぎ
こ
む

必
要
が
あ
る
か
、
を
示
し
ま
す
。

　
「
会
費
」や「
寄
付
金
」は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

目
指
す
社
会
像
や
活
動
内
容
に
共
感
し

て
提
供
さ
れ
る
一
種
の
信
託
金
で
す
。

市民活動とお金のはなし

坂本文武さん●プロフィール

ウィタン アソシエイツ株式会社　取締役シニ
アコンサルタント、NPO法人ソーシャル・
イノベーション・ジャパン　常務理事
米国NPOへの経営コンサルティングを経て、
現在、企業への PRと CSRのコンサルティ
ングを行う傍ら、CSRやNPO経営に関する
講師、執筆活動を行う。著書に『NPOの経営』
（日本経済新聞社）、『ボーダレス化するCSR』
（同文舘）、『環境ＣＳＲ宣言―企業とＮＧＯ』
（同文舘、2008年）等。日本NPO学会理事、
ファンドレイジング専門のコンサルティング
会社ファンドレックス社外取締役、東京都中
野区区民公益活動推進協議会委員ほか。米国
非営利経営学修士号取得。

QA
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の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
と
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
は
、
ど
の
よ
う
な
接
点
で
つ
な

が
れ
る
の
か
、
を
考
え
抜
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
自
分
の
世
界

観
だ
け
で
語
る「
オ
レ
オ
レ
ト
ー
ク
」に

な
ら
な
い
よ
う
、
相
手
が
違
え
ば
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
お
願
い
ト
ー
ク
も
異
な
る
こ
と
を

心
に
留
め
る
だ
け
で
も
違
う
結
果
を
生

み
ま
す
。
あ
と
は
、
ト
ー
ク
を
裏
付
け

る
実
績
や
将
来
計
画
、
正
し
い
相
手
に

正
し
い
金
額
を
お
願
い
す
る
こ
と
で

す
。

　

共
同
募
金
会
の
調
査
で
は
、
趣
旨
を

理
解
し
た
人
は
、
付
き
合
い
や
同
情
で

寄
付
を
す
る
人
よ
り
一
人
あ
た
り
二
割

多
い
資
金
を
提
供
し
て
い
る
、
と
の
結

果
が
あ
り
ま
す
。
相
手
を
動
機
付
け
る

対
話
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

五
つ
の
資
金
は
ど
ん
な
割
合

で
集
め
る
の
が
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　

多
く
の
資
金
は
単
年
度
で

あ
り
、
善
意
や
多
様
な
価
値

観
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
善
意
は
熱
し

や
す
く
冷
め
や
す
い
も
の
で
す
。
常
に

資
金
を
集
め
る
た
め
の
方
法

と
考
え
方
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
ず
事
業
計
画
を
決
め
て

か
ら
、
資
金
調
達
の
作
戦
を

練
る
べ
き
で
す
。
集
め
ら
れ
る
資
金
を

先
に
考
え
、
事
業
を
設
計
し
て
い
て
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
組
織
と
し
て
責
任
を
果
た
す

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
上

で
、
資
金
を
集
め
る
た
め
の
第
一
歩

は
、
自
分
た
ち
で
し
か
提
供
で
き
な
い

「
社
会
へ
の
お
役
立
ち
度
」（
価
値
）を
研

ぎ
澄
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
相
手

の
関
心
に
引
き
付
け
て
語
る
こ
と
に
神

経
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
活
動
に
資
金
的
に
協
力
を
す
る
こ
と

は
、
相
手
に
と
っ
て
は「
非
日
常
的
」行

為
で
す
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
接
点
が
あ
る

人
は
稀
だ
と
考
え
る
ほ
う
が
安
全
で

す
。「
あ
な
た
の
団
体
を
応
援
し
て
自

分
に
と
っ
て
何
の
得
が
あ
る
の
か
？
」

「
自
分
と
は
関
係
な
い
」と
言
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
近
隣
の

森
で
行
わ
れ
る
シ
カ
の
食
害
対
策
活
動

と
子
育
て
を
し
て
い
る
母
親
と
を
つ
な

ぐ
接
点
を
ど
う
作
る
の
か
。
障
が
い
者

「市民活動とお金のはなし」

を
上
げ
る
よ
う
働
き
か
け
る「
寄
付
者

を
育
て
る
」発
想
は
有
用
で
す
。
さ
ら

に
会
員
や
寄
付
者
の
継
続
を
働
き
か
け

る
こ
と
は
、
新
規
の
会
員
や
寄
付
者
を

募
る
よ
り
確
実
性
と
効
率
は
高
い
こ
と

が
言
え
ま
す
。

市
民
活
動
へ
市
民
の
お
金
を

つ
な
げ
る
仕
組
み
と
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ン
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
が
設
立
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
成
り
立

ち
の
目
的
と
事
例
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

市
民
か
ら
出
資
を
募
っ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
業
な
ど
に
融

資
を
す
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ン
ク
」や「
市
民

フ
ァ
ン
ド
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ン

ド
」が
全
国
各
地
に
設
立
さ
れ
、
出
資

す
る
市
民
が
増
え
て
い
ま
す
。
福
祉
や

環
境
、
街
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
は
、
多
く
の
金
融
機
関
で
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
で

金
融
機
関
に
預
け
て
い
る
自
分
の
お
金

が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
、
自
分
の
お
金
を
社
会
の
役
に
立
て

動
機
を
高
め
る
働
き
か
け
を
し
な
け
れ

ば
、
資
金
は
継
続
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

不
確
実
性
の
高
い
状
態
の
中
で
、
事
業

を
継
続
的
に
展
開
す
る
こ
と
、
そ
れ
に

関
わ
る
職
員
の
人
件
費
や
活
動
経
費
を

捻
出
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
財
源
の

多
様
化
、が
理
想
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
分
野
や
収
入
規
模
を

無
視
し
て
一
般
化
す
れ
ば
、
会
費
や
寄

付
、
事
業
収
入
の
利
益
か
ら
人
件
費
を

出
し
、
助
成
金
・
補
助
金
や
委
託
金
か

ら
事
業
に
か
か
る
実
費
を
補
填
す
る
ス

タ
イ
ル
を
目
指
し
ま
す
。
多
様
化
さ
れ

た
財
源
を
持
つ
こ
と
で
、
仮
に
い
ず
れ

か
の
財
源
が
途
絶
え
て
も
、
や
り
く
り

し
て
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
理
論
上

は
可
能
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
ど
の
割

合
で
多
様
化
す
る
か
は
、
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
す
。

　

さ
ら
に
資
金
の
継
続
性
を
高
め
る
な

ら
ば
、
現
在
拠
出
い
た
だ
い
て
い
る
資

金
の
拠
出
単
価
を
上
げ
た
り
、
更
新
確

率
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、

複
数
年
支
援
し
て
く
れ
て
い
る
寄
付
者

は
、
そ
の
団
体
へ
の
理
解
と
共
感
が
深

ま
っ
て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
、
拠
出
額

Q

Q

Q

A

A

A
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Ｏ
に
年
利
一
～
五
％
程
度
で
お
お
む

ね
一
千
万
円
を
限
度
に
融
資
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に「
焦
げ
付
き
」は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
地
域
で
お
金
の
流

れ
が
見
え
る
こ
の
仕
組
み
は
、
各
地

に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
九
九
一
年
に
先
進
的
に
立
ち
上

が
っ
た
大
阪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
の

ほ
か
、
奈
良
、
神
奈
川
な
ど
で
は「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
」が
同
様
の

趣
旨
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
行
政
が
主
導
す
る
動

き
も
あ
り
ま
す
。
千
葉
県
市
川
市
で

は
、
納
税
者
の
投
票
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
市
民
活
動
団
体
に
市
民
税
の

一
％
分
を
寄
付
す
る
と
い
う
制
度
を
全

国
で
も
先
駆
け
て
開
始
し
ま
し
た
。
ま

た
、
東
京
都
杉
並
区
で
は
、
寄
付
者
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
指
定
し
て
杉
並
区
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
支
援
基
金
に
寄
付
す
る
制
度
を
い

ち
は
や
く
作
り
ま
し
た
。
こ
の
基
金
を

通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
寄
付
者
は
税
制

上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
仕
組
み
も
全
国
に
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

政
府
の
家
計
調
査
か
ら
、
日
本
の
寄

て
ほ
し
い
、
と
考
え
る
層
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
両
者
を
結
び
つ
け
る
の

が「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ン
ク
」で
す
。

　

一
九
九
四
年
に
東
京
で「
未
来
バ
ン

ク
事
業
組
合
」が
作
ら
れ
て
以
来
、
愛

知
県
の「m

om
o

」や
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
小
林
武
史
氏
ら
が
作
っ
た「ap 

bank

」な
ど
、
現
在
全
国
に
十
二
組
織

が
活
動
中
で
、
融
資
累
計
は
十
六
億
円

～
二
十
億
円
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
趣
旨
に
賛
同
す
る
市
民
や
団
体

が
小
口
の
資
金
を
出
し
合
い
、
Ｎ
Ｐ

特集●淡海とぴっくす

あ
る
不
都
合
や
困
難
に
直
面
す
る
人
を

応
援
す
る
側
面
も
あ
り
つ
つ
、
未
来
へ

の
投
資
を
受
け
る
、
い
わ
ば
料
金
前
払

い
の
業
界
で
す
。
夢
と
実
現
可
能
性
に

資
金
を
提
供
す
る
わ
け
で
す
。
か
つ
て

オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
氏
は
、「
ひ
と
り
で
見

る
夢
は
夢
で
し
か
な
い
。
し
か
し
誰
か

と
見
る
夢
は
現
実
だ
。」と
言
い
ま
し

た
。
多
く
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
共
感
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
応
援
し
、
自
ら
の
手
で
社

会
を
変
え
る
機
運
が
高
ま
る
こ
と
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
描
く
夢
が「
現
実
」に
変
わ
る

潮
目
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

お
金
が
単
な
る
消
費
の
手
段
か
ら
、

人
の
こ
だ
わ
り
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、

意
思
を「
表
現
」す
る
手
段
に「
変
革
」し

て
き
て
い
ま
す
。
社
会
を
変
え
る
お
金

の
流
れ
が
少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

付
市
場
は
二
千
億
円
程
度
、
と
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
身
が

自
ら
の
夢
と
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
描

き
、
寄
付
や
会
費
を
直
接
受
け
取
る
努

力
に
よ
っ
て
寄
付
市
場
を
大
き
く
し
て

い
く
こ
と
は
必
要
で
す
。
加
え
て
、
市

民
が
出
資
に
よ
っ
て
市
民
活
動
を
支
え

る
こ
の
よ
う
な
新
し
い
お
金
の
流
れ
は

今
後
も
注
目
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

市
民
活
動
が
、
社
会
を
変
え

る
お
金
の
流
れ
を
作
る
こ
と

で
、
人
々
の
意
識
、
社
会
に

ど
の
よ
う
な
変
化
が
期
待
さ

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
新
し
い
社
会
像

や
夢
と
、
そ
れ
に
到
達
す
る

た
め
の
具
体
的
で
現
実
的
な
計
画
を
示

し
て
資
金
を
調
達
し
ま
す
。
目
の
前
に

③

QA
ま
と
め

　

淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
の
意
思
あ
る
お
金
を
滋
賀
県
内

で
活
動
す
る
市
民
活
動
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
に
、
お
う
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

基
金
へ
の
寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
の
方
の
寄
付
、
法
人
か
ら
の
寄
付

な
ど
、
い
つ
で
も
ご
連
絡
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
社
会
を
変
え
る
お
金
の
流
れ

を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▲市民の「お志」が形になる大阪コミュニティ財団の個別基金
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話 経営支援リエゾンオフィス（守山）

　
「『
リ
エ
ゾ
ン
』
っ
て
な
に
？
」
…
こ
の
素
朴
な

質
問
に
、
常
務
理
事
の
中
出
さ
ん
は
、
笑
顔
で
応

え
て
く
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
、「『
協
働
』

よ
り
幅
広
い
意
味
合
い
を
持
っ
た
言
葉
」だ
そ
う

で
、県
南
部
地
域
を
活
動
領
域
と
し
て
産
・
学
・
官
・

民
を
つ
な
ぎ
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
実

現
」を
目
指
す
企
業
Ｏ
Ｂ
集
団
で
す
。
構
成
員
は

約
二
十
名
で
、
設
立
は
二
〇
〇
三
年
五
月
。
時
、

あ
た
か
も『
二
〇
〇
七
年
問
題
』い
わ
ゆ
る『
団
塊

の
世
代
』の
大
量
退
職
期
を
目
前
に
、
彼
ら
の
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
設
計
の
受
け
皿
と
し
て
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
先
駆
性
に
は
感
嘆
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
飾

る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
●「
地
域

社
会
活
性
化
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」　

●「
中
小
企
業
の

支
援
組
織
」　

●「
熟
年
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
い
き
い

き
・
は
つ
ら
つ
集
団
」と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、「
新
公
益
法
人
制
度

解
説
講
座
」

「
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

の
極
意
」「
さ

ん
さ
ん
歌

お
う
会
」や

「
歴
史
を
巡

る
旅
」な
ど
、

ま
さ
に
硬
・

軟
、
多
種
多

様
、
経
営
支

援
は
も
と
よ
り
市
民
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
さ
ら

に
は
市
民
の「
居
場
所
作
り
」も
し
っ
か
り
と
視
野

に
入
れ
た
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
運
営
上
の
問
題
点
と
し
て
、
二
つ
挙

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
ご
多
分
に
も

れ
ず
運
営
経
費
の
捻
出
に
は
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る

ご
様
子
。
指
定
管
理
者
制
度
に
も
と
づ
き「
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
」と
連
携
を
図
り
克
服
し
て
い
っ

た
そ
う
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
講
師
陣
の
指
導
レ

ベ
ル
の
問
題
。
現
役
時
代
の
肩
書
き
だ
け
で
は
物

足
ら
ず
、
自
己
研
鑽
を
重
ね
自
然
淘
汰
さ
れ
た
結

果
が
現
状
の
姿
だ
そ
う
で
す
。
最
後
に
、
今
後
の

課
題
は
、
多
様
な
団
体
、
市
民
が
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
づ
く
り
と
夢
は
尽
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の

先
に
あ
る
も
の
は
、「
新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」で
す
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー　

荒
木　

威
）

新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
！

特定非営利活動法人
経営支援リエゾンオフィス
代表●中川知博　設立●2004年　会員●約20人
連絡先●〒524-0022　守山市守山二丁目16-45
（守山市民交流センター 所長:中出弘一郎）
TEL：077-583-2975　FAX：077-583-4654
E-mail：mkoryu-c@usennet.ne.jp
URL：http://www.usennet.ne.jp/~mkoryu-c/

▲退職後の生き方を考える講座
「地域デビュー」について

▲「さんさん歌おう会」では、仲間と心を合わせて歌っ
ています。

●リエゾンオフィスの「仲間
づくり」講座。市民活動を始
めるための初めのステップ
です。

●大津祭の当日、お客様の
案内体験をする「大津ま
ちなか大学」の学生さん。

●多賀クラブの昼食会。丸い
お膳を囲んで野菜中心のメ
ニュー、なんだかなつかし
い日本の食事風景です。

話

輪

和

特定非営利活動法人
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輪 大津祭曳山連盟（大津）

　

湖
国
三
大
祭
の
一
つ
で
あ
る
大
津
祭
。
豪
華
な

装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
十
三
基
の
曳
山
が
巡
行

し
、
お
囃
子
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の

曳
山
で
披
露
さ
れ
る「
か
ら
く
り
」で

有
名
な
天
孫
神
社
の
祭
礼
で
す
。

　

江
戸
期
に
始
ま
っ
た
祭
は
、
長
く

地
元
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
一
九
五
二
年
、
伝
統
文
化

を
引
き
継
ぎ
、
観
光
に
も
活
か
す
た

め
、
祭
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
曳
山
連

盟
」が
発
足
。
二
〇
〇
七
年
に
は
、

地
域
活
性
化
や
青
少
年
の
健
全
育
成

を
視
野
に
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
曳

山
展
示
館
の
運
営
受
託
と
と
も
に
幅

広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
前
、「
大
津
ま
ち
な
か
大
学
大
津
祭
学
部
」

を
始
め
ま
し

た
。
伝
統
文
化

と
し
て
の「
大

津
祭
」を
半
年

か
け
て
学
び
、

そ
の
魅
力
を
伝

え
る
人
材
育
成

を
目
指
し
て
い

ま
す
。
大
津
の

歴
史
を
学
ぶ
だ

け
で
な
く
、
祭

の
準
備
や
お
囃

子
の
実
地
研
修

も
あ
り
、
卒
業
生
は
、「
長な

が
え柄
衆
」と
し
て
、
実
際

の
祭
の
Ｐ
Ｒ
や
案
内
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
祭
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
見
る
だ
け
で
な

く
、
関
わ
っ
て
も
ら
う
人
を
増
や
す
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
」と
、
事
務
局
長
の
稲
岡
隆
司
さ

ん
。

　

祭
礼
当
日
の
商
店
街
の
賑
わ
い
を
普
段
の
ま
ち

づ
く
り
に
も
活
か
し
た
い
と
、
昨
年
、
成
安
造
形

大
学
と
の
連
携
で
、
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち

ま
吉
」く
ん
を
製
作
。
ま
た
、「
近
江
の
ま
つ
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
通
じ
て
、
他
地
域
の
祭
と
交
流

す
る
な
ど
、
手
を
つ
な
ぐ
人
を
増
や
し
な
が
ら
地

域
活
性
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

町
衆
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
大
津
祭
。
そ

の
熱
い
心
意
気
は
、
連
盟
の
み
な
さ
ん
に
も
し
っ

か
り
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー　

松
井
由
美
子
）

町
衆
の
心
意
気
で
、
伝
統
の
「
大
津
祭
」
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

特定非営利活動法人
大津祭曳山連盟
代表●白井勝好　設立●1952年
会員●約300名
連絡先●大津市中央1-2-27　大津祭曳山展示館内
TEL＆FAX：077-525-0505　
E-mail：info@otsu-matsuri.jp
URL：http://www.otsu-matsuri.jp

▲豪華な曳山の「大津祭」。巡
行には囃子方、山方、綱引
きなど多くの人が関わって
いる。

和 多賀クラブ（多賀）

　

こ
と
の
始
ま
り
は
、
築
二
百
五
十
年
と
言
わ
れ

る
古
民
家
の
存
続
問
題
で
し
た
。

　

犬
上
郡
多
賀
町
の
一
円
地
区
、
野
鳥
の
森
近

く
に
あ
り
、
一
圓
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
こ
の
古
民

家
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
彦
根
景

観
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
寄
贈
さ

れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は

一
年
前
の
こ

と
で
す
。
存

続
へ
の
協
力

の
呼
び
か
け

に
応
じ
て
集

ま
っ
た
六
十
名
の
人
た
ち
が
広
い
屋
敷
や
庭
を
き

れ
い
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
建
物
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
こ
う
か
と
、
地
元
の
人
た
ち

も
集
ま
っ
て
結
成
し
た
の
が
、
多
賀
ク
ラ
ブ（
多

賀
を
元
気
に
す
る
有
志
の
会
）で
す
。

　

古
民
家
は
、
多
賀
の
文
化
を
継
承
し
、
自
然
や

地
の
産
物
を
味
わ
え
る
場
と
し
て
、
里
山
と
町
を

つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
多
賀「
里
の
駅
」と
名

づ
け
ら
れ
、
彦
根
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
協
働
し
て

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

毎
月
第
一
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
野
菜
市
は
、

地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
な
ど
の
即
売
を
行

い
ま
す
。
そ
の
後
の「
集
い
」は
毎
回
テ
ー
マ
が
あ

り
、
取
材
に
伺
っ
た
日
は「
多
賀
の
食
文
化
を
語

る
」と
し
て
、
多
賀
小
学
校
の
生
徒
た
ち
が
シ
イ

タ
ケ
栽
培
や
沢
庵
漬
け
な
ど
を
体
験
し
、
地
元
の

野
菜
や
お
米
を
使
っ
た
学
校
給
食
を
続
け
て
き
た

話
を
伺
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
日
の
昼
食
会
は
地
元
の
夏
野
菜
や
お
米
、

鹿
肉
な
ど
が
材
料
の「
和
の
薬
膳
」の
メ
ニ
ュ
ー

で
、
調
理
を
担
当
し
て
い
る
の
は
、
代
表
の
栗
本

さ
ん
ら
女
性
グ
ル
ー
プ
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
毎
月

二
十
日
に
は
多
賀
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た
そ
ば
打

ち
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

多
賀「
里
の
駅
」は
大
庄
屋
の
屋
敷
で
屏
風
や
掛

け
軸
な
ど
も
残
さ
れ
て
お
り
、「
お
宝
」が
た
く
さ

ん
あ
り
そ
う
で
す
。
農
産
物
の
加
工
や
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
の
計
画
も
あ
り
、
多
賀「
里
の
駅
」の
独
立

採
算
を
当
面
の
目
標
に
、
多
賀
を
愛
し
、
多
賀
を

元
気
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
地
元
の
人
た
ち
の

思
い
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー　

大
山
純
子
）

～
多
賀
に
は
良
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
～

古
民
家
・
多
賀
「
里
の
駅
」
を
拠
点
に
多
賀
を
元
気
に
し
た
い

多賀クラブ
代表●栗本泉　会員●8名　設立●2008年
連絡先●犬上郡多賀町一円149
TEL：0749-48-1811（多賀町商工会）
FAX：0749-48-2188（　　〃　　）
E-mail：tagacho@mx.biwa.ne.jp（    　〃　　）
URL：http://www.taga-station.com/

▲一圓屋敷：大庄屋の風格あ
る屋敷や庭廻り。畳敷きの
トイレは井伊直弼公用？

▲地物野菜の即売：形は少々悪くても、新鮮な野菜
や果物、雑穀類が安い。

特定非営利活動法人

▲お囃子の稽古を体験する「大津まちなか大学」の学生さんたち。



淡海の市民活動・ネットワーク情報交流誌

●発行日／ 2009年11月1日　●発行所／（財）淡海文化振興財団
11・12月号

No.

2009年

　

このコーナーに関するお問い合せは
淡海ネットワークセンターまで

2009年11・12月号 Vol.717

　「映像」「地域サロン」や「地域ブランド」
を切り口に「地域づくり」に取り組む事例
から、それぞれの地域にある資源を見つ
け、まちをもりあげ、人々をつなぐヒント
をともに考えるフォーラムを開催します。
　会場では、地域づくりに取り組む市民活
動団体・NPO、ボランティアグループな
どのパネル展示を行い、参加者との交流を
していただきたいと考えております。パネ
ル展示をしていただける団体を募集しま
す。ご応募お待ちしております。
●地域づくりフォーラムスケジュール（予定）
10：00～　講演「地域にあるチカラ（仮）」
12：00～　昼休み
13：00～　各分科会　スタート
14：00～　パネルディスカッション各分科会報告
15：30～　パネル展交流会（出展者紹介など）
16：30　　終了（17：00　閉場）
●会場：県民交流センター（ピアザ淡海）
●出展形態
ポスターや写真、活動に関する作品などの

展示による活動紹介です。
展示パネルボードのサイズは
H168cm×W113cm　です。
パンフレットやチラシを置く長机を1台
用意します。
●募集数：30団体（先着順）
●申込方法
申込書に必要事項を記入の上、１２月２０
日までに、ファックス、郵送、Eメール等
にてお申し込みください。申込書は淡海
ネットワークセンターのHPからダウン
ロードできます。
●展示品等の搬入・搬出
搬入：１月３１日（日）９：00～10：00
撤収：１月３１日（日）17：00～ 18：00
●その他
出展料は無料です。展示物作成、搬入・搬
出にかかる経費につきましては出展者の
負担とします。
展示場所については、淡海ネットワークセ
ンターで決定します。	

　市民活動、NPOの運営についてご相談
を受け付けています。お電話、メール、直
接お越しいただいても結構です。ご連絡お
待ちしております。

●最近の相談事例
　NPO法人として活動しています。最
近、地域の企業から活動へ寄付を受ける
ことになりました。10万円なのですが、

受領書には収入印紙を貼る必要はあるのでしょうか？
また、企業では、寄付は経費と認められますか？

　NPO法人への寄付は、課税対象には
なりませんので、収入印紙は不要です。
会社や法人が寄付をする場合、一般寄付
金として損金算入限度額を超えない限り、

寄付した金額は税務上の経費とすることができます。
損金算入限度額の計算式は
（１）資本等の金額（資本金）×2.5÷1000
（２）寄付をした事業年度の所得の金額×2.5÷100
（３）（（１）＋（２））÷２となっています。
　個人がＮＰＯ法人へ寄付する場合、寄付
金控除を受けられるのは、国税庁から認定
を受けた認定ＮＰＯ法人のみとなります。
　収入印紙については、国税庁ホームページの
「NPO法人が作成する受取書」をご覧ください。
http://www.nta.go.jp/shiraberu/zeiho-
kaishaku/shitsugi/inshi/19/05.htm
　損金算入限度額については、国税庁ホーム
ページタックスアンサーをご参照ください。
http://www.nta.go.jp/taxanswer/index2.htm

市民活動、NPO運営のご相談
いつでもどうぞ！

淡海ネットワークセンター主催
地域づくりフォーラム　パネル展示団体募集について

市民事業まちづくり車座談義のお知らせ

　地域の個性や魅力を高め、よりよい地域社
会の実現に向け、活動をしている方々が日本
全国にいます。「まちづくり」「地域おこし」の中
心的な役割を担っているNPO法人えがおつな
げて代表の曽根原久司氏を招き、開催します。
●日時：2009年12月13日（日）
●場所：県民交流センター（ピアザ淡海）
●内容：事例発表、ワークショップ、意見交
換を通じて、市民事業開発のための心構え
など議論を深めたいと思います。

※詳細は、当センターのチラシ、ホームページをご覧ください。

（財）淡海文化振興財団
淡海ネットワークセンターは、県内の市民活動、NPOをサポート・ネットワークしています。

■〒520-0801　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海2階
■TEL 077-524-8440　■FAX 077-524-8442
■http://www.ohmi-net.com
■E-mail:office@ohmi-net.com
　開館時間／ 9:00 〜 17:00　休館日／月曜日・祝日　
●情報交流誌「おうみネット」は次のところに配布しています。
県内図書館、琵琶湖博物館、男女共同参画センター、文化産業交流会館、陶芸の森、
草津市立まちづくりセンター、県社協ボランティアセンター、大津市生涯学習センター、
栗東芸術文化会館さきら、滋賀銀行、びわこ銀行、滋賀県信用組合、公民館、各地域
環境総合事務所、県民情報室など

　「リエゾン…“協働”より幅広い意味合いをもった“つなぐ“と言う意味のフラン
ス語」。永年、探し求めていたものに出会った想いです。また明日から、新しい
スタートがきれそうです。そんな取材活動でした。

（おうみネットサポーター　荒木　威）

　大津祭をより多くの人に知ってもらおうと、ゆるキャラ「ちま吉」くんが誕生。京阪電
車の「ちま吉トレイン」や「ちま吉切手」なども生まれました。まずはファン作りからという
大津曳山連盟さんのねらい通り？　「ちま吉」くんのファンクラブまでできたそうですよ。

（おうみネットサポーター　松井由美子）

　多賀の景色に溶け込んだ一圓屋敷のたたずまい、内部の作りに感激しました。
維持・管理はたいへんですが、多賀の「里の駅」として地域活動の拠点になること
も「古民家再生」のひとつだと思いました。

（おうみネットサポーター　大山純子）

編集後記

この印刷物は、古紙パルプを配合した再生紙と
大豆油インキを使用しています。

非営利福祉金融機関として、様々な社会貢献・地域貢献事業を行っています。

●詳しくは http://www.rokin.or.jp まで　私たちは、近畿ろうきんです。

社会
とお
金の

『イ
イ関
係』を

つく
りた
い。

滋賀県社会福祉協議会からのお知らせ
ボランティア・市民活動研究交流会2009

　昨年度までの「きづき・きっかけ・きずなボランティ
ア」をリニューアルします！地縁組織との連携やボラ
ンティア活動するうえでの悩みを話し合う分科会な
ど興味深いプログラムを企画しました。ぜひご参加
ください！お待ちしています。
●日時：2009年12月12日（土）10：30～ 16：00（予定）
●場所：県立長寿社会福祉センター（草津市笠山7丁目8-138）
●問い合わせ先：滋賀県社会福祉協議会　地域
福祉部　地域福祉担当（ボランティアセンター）
TEL：077-567-3924

●ミニ講座：毎月第２金曜日
14：00～ 15：00
　NPO・市民活動って何？ NPO法人設立のメ
リット・デメリットは？ NPO法人設立の手続き
は？など市民活動・NPO活動についてのミニ講
座を開催しています。お気軽にご参加ください。


